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小学校における「確かな学力」の定着を図るための調査の結果について

１ 調査結果の概要

内容ごとの正答率 観点ごとの正答率

教
科 内 容

全都平均

正 答 率

全都平均正答率グラフ(％)

0 50 100
評価の観点

全都平均

正 答 率

全都平均正答率グラフ(％)

0 50 100

話すこと・聞くこと 82.2％
国語への関心・意

欲・態度
92.8％

書くこと 70.6％ 話す・聞く能力 77.7％
国

語

読むこと 73.3％ 書く能力 62.6％

言語事項 68.3％ 読む能力 69.5％

総合 71.9％
言語についての知

識・理解・技能
68.3％

数と計算 78.2％
算数への関心・意

欲・態度
89.9％

量と測定 79.9％ 数学的な考え方 73.4％
算

数

図形 71.4％
数量や図形について

の表現・処理
77.7％

数量関係 76.8％
数量や図形について

の知識・理解
70.7％

総合 76.8％

地域学習 83.0％
社会的事象への関

心・意欲・態度
94.6％

我が国の食料生産 84.3％ 社会的な思考・判断 86.1％社

会 我が国の工業生産 78.8％
観察・資料活用の技

能・表現
74.6％

総合 81.9％
社会的事象について

の知識・理解
78.2％

生物とその環境 70.3％
自然事象への関心・

意欲・態度
95.7％

物質とエネルギー 68.0％ 科学的な思考 72.5％理

科 地球と宇宙 83.7％
観察・実験の技能・

表現
71.0％

総合 73.7％
自然事象についての

知識・理解
65.9％
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２ 各教科の問題ごとの正答率と正答数分布

《国 語》

評 価 の 観 点

問
題
番
号

通
し
番
号

学習指導

要 領 の

内 容

出 題 の ね ら い 正答率 正答率グラフ（％)

国
語
へ
の
関
心
・

意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の

知
識

理
解

技
能

⃞１ ⑴ １ 言語⑴
アア

当該学年までに配当されている
漢字を文脈に即して正しく読
む。

○ 99.5％

⃞１ ⑵ ２ 言語⑴
アア

当該学年までに配当されている
漢字を文脈に即して正しく読
む。

○ 56.1％

⃞１ ⑶ ３ 言語⑴
アア

当該学年までに配当されている
漢字を正しく読む。 ○ 84.3％

⃞２ ⑴ ４ 言語⑴
アア

前学年までに配当されている漢
字を文脈に即して正しく書く。 ○ 91.9％

⃞２ ⑵ ５ 言語⑴
アア

前学年までに配当されている漢
字を文脈に即して正しく書く。 ○ 57.3％

⃞２ ⑶ ６ 言語⑴
アア

前学年までに配当されている漢
字を正しく書く。 ○ 80.8％

⃞３ ⑴ ７ ３･４年言語
⑴オア

修飾と被修飾との関係など、文
の構成について初歩的な理解を
もつ。

○ 37.1％

⃞３ ⑵ ８ ３･４年言語
⑴オア

修飾と被修飾との関係など、文
の構成について初歩的な理解を
もつ。

○ 90.9％

⃞４ ⑴ ９ ３･４年言語
⑴エア

表現したり理解したりするため
に必要な語句を増す。 ○ 87.5％

⃞４ ⑵ 10 ３･４年言語
⑴エア

表現したり理解したりするため
に必要な語句を増す。 ○ 21.7％

⃞５ ⑴ 11 言語⑴
ウウ

辞書を利用して調べる。
○ 81.7％

⃞５ ⑵ 12 言語⑴
ウウ

辞書を利用して調べる。
○ 30.4％

⃞６ ⑴ 13 Ａ 話聞
ア

考えた事や意図が分かるように
話の組み立てを工夫する。 ○ 69.3％

⃞６ ⑵ 14 Ａ 話聞
ア

考えた事や意図が分かるように
効果的な話し方を工夫する。 ○ 73.3％

⃞６ ⑶ 15 Ａ 話聞
ア

考えた事や意図が分かるように
効果的な資料を使って話をす
る。

○ 90.6％

⃞６ ⑷ 16 Ａ 話聞
ア

目的や意図を考えながら、話の
組み立てを工夫して話をしよう
とする。

○ 95.5％

0 50 100
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評 価 の 観 点

問
題
番
号

通
し
番
号

学習指導

要 領 の

内 容

出 題 の ね ら い 正答率 正答率グラフ（％)

国
語
へ
の
関
心
・

意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の

知
識

理
解

技
能

⃞７ ⑴ 17 ３・４年
Ｂ 書イ

書く必要のある事柄を収集した
り、選択したりする。 ○ 70.8％

⃞７ ⑵ 18 ３・４年
Ｂ 書オ

文章のよいところを見付けた
り、間違いなどを正したりする。 ○ 58.5％

⃞７ ⑶ 19 Ｂ 書エ 事実と感想、意見などを区別し
て書く。 ○ 58.6％

⃞７ ⑷ 20 Ｂ 書ア 相手や目的に応じて、効果的に
書こうとする。 ○ 94.4％

⃞８ ⑴ 21 Ｃ読ウ 登場人物の心情や場面について
の描写など味わいながら叙述に
即して読む。

○ 59.0％

⃞８ ⑵ 22 Ｃ読ウ 登場人物の心情や場面について
の描写など味わいながら叙述に
即して読む。

○ 78.1％

⃞８ ⑶ 23 Ｃ読ウ 登場人物の心情や場面について
の描写など味わいながら叙述に
即して読む。

○ 74.2％

⃞８ ⑷ 24 Ｃ読ウ 表現のよさ、表現の効果を感じ
とって鑑賞しながら読む。 ○ 66.7％

⃞８ ⑸ 25 Ｃ読ア 自分の考えを広げたり、深めた
りするために進んで読もうとす
る。

○ 88.6％

◇正答数分布

0 50 100
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《算 数》

評 価 の 観 点

問
題
番
号

通
し
番
号

学習指導

要 領 の

内 容

出 題 の ね ら い 正答率 正答率グラフ（％)

算
数
へ
の
関
心
・

意
欲
・
態
度

数
学
的
な
考
え
方

数
量
、
図
形
に
つ

い
て
の
表
現
・
処
理

数
量
、
図
形
に
つ

い
て
の
知
識
・
理
解

⃞１ ⑴ １ ４年Ｄ⑵
ア

四則の混合した式を正しく計算
することができる。 ◯ 72.0％

⃞１ ⑵ ２ ５年Ａ⑶
ウ

小数の乗法の計算ができる。
◯ 77.5％

⃞１ ⑶ ３ ５年Ａ⑶
ウ

小数の除法の計算ができる。
◯ 70.5％

⃞１ ⑷ ４ ５年Ａ⑷
エ

同分母の分数の減法の計算がで
きる。 ◯ 88.7％

⃞２ ５ ３年Ａ⑶
イ

２位数同士の乗法の計算ができ
る。 ◯ 88.7％

⃞３ ６ ５年Ａ⑶
イ

除数が整数の場合のわり算の性質
を基にして、除数が小数の場合の計
算の仕方を考えることができる。

◯ 91.0％

⃞４ ⑴ ７ ５年Ａ⑸
ア

目的に応じた、見積もり方法に
ついて判断しようとする関心・
意欲・態度がある。

◯ 85.4％

⃞４ ⑵ ８ ５年Ａ⑸
ア

目的に応じて、概数で見積もる
ことができる。 ◯ 64.6％

⃞５ ⑴ ９ ５年Ａ⑶
イ

小数の除法の演算決定を順序立
てて考えることができる。 ◯ 72.2％

⃞５ ⑵ 10 ５年Ａ⑶
イ

小数の除法の意味が分かる。
◯ 65.4％

⃞６ ⑴ 11 ５年Ｂ⑴
ア

三角形の面積の求め方が分か
る。 ◯ 72.7％

⃞６ ⑵ 12 ５年Ｂ⑴
ア

平行四辺形の面積の求め方が分
かる。 ◯ 70.3％

⃞７ 13 ３年Ｂ⑵ 目的に応じて単位や計器を適切
に選んで、測定しようとする。 ◯ 96.6％

⃞８ 14 ５年Ｃ⑴
ウ

平行四辺形や台形、ひし形など
の図形の性質（辺の平行関係）
が分かる。

◯ 64.9％

⃞９ 15 ５年Ｃ⑴
ア

直線の垂直の意味が分かる。
◯ 75.9％

⃞10⑴ 16 ５年Ｃ⑴
ウ

三角形の内角の和が180°である
ことを用いて、五角形、六角形の
内角の和を求めることができる。

◯ 57.0％

0 50 100
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評 価 の 観 点

問
題
番
号

通
し
番
号

学習指導

要 領 の

内 容

出 題 の ね ら い 正答率 正答率グラフ（％)

算
数
へ
の
関
心
・

意
欲
・
態
度

数
学
的
な
考
え
方

数
量
、
図
形
に
つ

い
て
の
表
現
・
処
理

数
量
、
図
形
に
つ

い
て
の
知
識
・
理
解

⃞10⑵ 17 ５年Ｃ⑴
ウ

図形の角について調べたり、考
えたりしようとする。 ◯ 87.7％

⃞11⑴ 18 ４年Ｄ⑴
ア

二つの数量の対応や変わり方に
着目し、数量を求めることがで
きる。

◯ 91.3％

⃞11⑵ 19 ４年Ｄ⑴
ア

二つの数量の対応や変わり方に
着目し、数量を求めることがで
きる。

◯ 77.4％

⃞12⑴ 20 ４年Ｄ⑶
イ

二つの観点から物事を落ちや重
なりがないように分類・整理す
ることができる。

◯ 68.3％

⃞12⑵ 21 ４年Ｄ⑶
ア

二つの観点から物事を分類・整
理する方法を理解している。 ◯ 74.7％

◇正答数分布

0 50 100
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社 会

評 価 の 観 点

問
題
番
号

通
し
番
号

学習指導

要 領 の

内 容

出 題 の ね ら い 正答率 正答率グラフ（％)

社
会
的
事
象
へ
の

関
心

意
欲
・
態
度

社
会
的
な
思
考
・

判
断

観
察
・
資
料
活
用

の
技
能
・
表
現

社
会
的
事
象
に
つ

い
て
の
知
識
・
理
解

⃞１ １ ３･４年⑴
ア

主な地図記号や方位を活用して
土地利用の様子や施設などの場
所を読み取る。

○ 59.2％

⃞２ ⑴ ２ ３･４年⑸
ア

地域の人の話から昔の道具の様
子やそれらの使い方を読み取
る。

○ 85.9％

⃞２ ⑵ ３ ３･４年⑸
ア

地域の人々の生活と道具の変化
を考える。 ○ 96.4％

⃞３ ４ ３･４年⑸
イ

地域に昔から伝わるものや行事
に進んでかかわろうとする。 ○ 98.4％

⃞４ ⑴ ５ ３･４年⑹
イ

等高線から東京都の土地の高さ
を読み取る。 ○ 82.0％

⃞４ ⑵
①

６ ３･４年⑹
ウ

東京都の地域の特色や産業が分
かる。 ○ 84.2％

⃞４ ⑵
②

７ ３･４年⑹
エ

東京都と結び付きのある県の位
置が分かる。 ○ 62.9％

⃞５ ８ ３･４年⑶
ア イ

廃棄物を減らすための取組の意
味について考える。 ○ 95.1％

⃞６ ⑴ ９ ５年⑴
イ

分布図から米の生産量が多い地
方を読み取る。 ○ 93.6％

⃞６ ⑵ 10 ５年⑴
ウ

米づくりの生産の工夫が分か
る。 ○ 84.1％

⃞６ ⑶ 11 ５年⑴
ア イ ウ

我が国の水産業について適切な
学習方法を選択する。 ○ 94.3％

⃞７ 12 ５年⑴
ア

統計資料から我が国の食料生産
の現状と課題を読み取る。 ○ 65.3％

⃞８ ⑴ 13 ５年⑵
イ

分布図から我が国の工業が盛ん
な地域の分布の特色を読み取
る。

○ 61.5％

⃞８ ⑵ 14 ５年⑴
ア イ ウ

我が国の工業生産について適切
な学習課題を選択する。 ○ 91.0％

⃞９ ⑴
①

15 ５年⑵
ウ

自動車生産の関連工場の働きが
分かる。 ○ 81.6％

⃞９ ⑴
②

16 ５年⑵
ウ

自動車生産の特色について考え
る。 ○ 85.8％

0 50 100



13－ －

評 価 の 観 点

問
題
番
号

通
し
番
号

学習指導

要 領 の

内 容

出 題 の ね ら い 正答率 正答率グラフ（％)

社
会
的
事
象
へ
の

関
心

意
欲
・
態
度

社
会
的
な
思
考
・

判
断

観
察
・
資
料
活
用

の
技
能
・
表
現

社
会
的
事
象
に
つ

い
て
の
知
識
・
理
解

⃞９ ⑵ 17 ５年⑵
ウ

自動車生産の開発の取組の意味
について考える。 ○ 95.8％

⃞10 18 ５年⑵
ウ

我が国の貿易の在り方に対する
意見の根拠について考える。 ○ 57.1％

◇正答数分布

0 50 100
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理 科

評 価 の 観 点

問
題
番
号

通
し
番
号

学習指導

要 領 の

内 容

出 題 の ね ら い 正答率 正答率グラフ（％)

自
然
事
象
へ
の

関
心

意
欲
・
態
度

科
学
的
な
思
考

観
察
・
実
験
の

技
能
・
表
現

自
然
事
象
に
つ
い

て
の
知
識
・
理
解

⃞１ ⑴ １ ３年Ａ⑴
ア

昆虫の育ち方には一定の順序が
あることを理解している。 ○ 60.1％

⃞１ ⑵ ２ ３年Ａ⑴
ア

昆虫の胸には、３対６本のあし
があることを理解している。 ○ 60.5％

⃞２ ⑴ ３ ５年Ａ⑴
ア イ

植物の発芽について、条件に着
目して観察や実験の計画を立て
ることができる。

○ 73.7％

⃞２ ⑵ ４ ５年Ａ⑴
ア イ

植物の発芽について、条件に着
目して観察や実験の計画を立て
ることができる。

○ 58.7％

⃞２ ⑶ ５ ５年Ａ⑴
ア イ

植物の発芽について、結果から
結論を考察することができる。 ○ 76.5％

⃞２ ⑷ ６ ５年Ａ⑴
ウ

植物の成長について興味・関心
をもち、意欲的に追究しようと
する。

○ 92.1％

⃞３ ⑴ ７ ４年Ｂ⑶
ア

乾電池の数やつなぎ方を変える
と豆電球の明るさが変わること
を理解している。

○ 58.3％

⃞３ ⑵ ８ ４年Ｂ⑶
ア イ

電気について興味・関心をもち、
意欲的に追究しようとする。 ○ 98.7％

⃞４ ９ ３年Ｂ⑶
ア イ

磁石の性質について理解してい
る。 ○ 69.7％

⃞５ ⑴ 10 ５年Ｂ⑵
イ

てこの働きについて、条件に着
目して実験の計画を立てること
ができる。

○ 64.2％

⃞５ ⑵ 11 ５年Ｂ⑵
イ

てこの働きについて、力を加え
る位置や力の大きさを関係付け
て考えることができる。

○ 50.6％

⃞６ ⑴ 12 ５年Ｂ⑵
イ

てこの働きの規則性を調べ、観
察や実験の結果を的確に記録す
ることができる。

○ 72.8％

⃞６ ⑵ 13 ５年Ｂ⑵
イ

てこが釣り合うときのおもりの
重さや支点からの距離を関係付
けて考えることができる。

○ 61.4％

⃞７ ⑴ 14 ３年Ｃ⑴
ア

太陽の動きについて理解してい
る。 ○ 63.2％

⃞７ ⑵ 15 ４年Ｃ⑴
ウ

代表的な星の集まり（星座）の
名称を理解している。 ○ 83.4％

⃞７ ⑶ 16 ４年Ｃ⑴
ウ

星の集まり（星座）は並び方を
変えずに位置を変えていると考
えることができる。

○ 90.8％

0 50 100
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評 価 の 観 点

問
題
番
号

通
し
番
号

学習指導

要 領 の

内 容

出 題 の ね ら い 正答率 正答率グラフ（％)

自
然
事
象
へ
の

関
心

意
欲
・
態
度

科
学
的
な
思
考

観
察
・
実
験
の

技
能
・
表
現

自
然
事
象
に
つ
い

て
の
知
識
・
理
解

⃞７ ⑷ 17 ４年Ｃ⑴
イ ウ

星に興味・関心をもち、意欲的
に観察しようとする。 ○ 96.4％

⃞８ ⑴ 18 ５年Ｃ⑴
ア

温度計を用いて気温を適切に測
定することができる。 ○ 85.5％

⃞８ ⑵ 19 ５年Ｃ⑴
ア

１日の気温の変化を基にして、
その日の天気について考えるこ
とができる。

○ 83.1％

◇正答数分布
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